
入場無料

お台場冒険王2023
「ORGAN ROOMS PROJECT」イベント

カラダワンダーランドは、「ORGAN ROOMS」というアート作品や、みんなを元気にする妖精「からだっポン」との
出会いから、子どもたちが自分の体の仕組みに興味をもつことを目指したブースです。
医学専門出版社 メディカルレビュー社が行う、人々の健康維持・予防に取り組む社会を目指す啓発活動・寄付
活動「ORGAN ROOMS PROJECT」の一環です。

■出展イベント お台場冒険王2023 SUMMER SPLASH!
■場所 フジテレビ本社１階　フジテレビモール

■期間 2023年7月22日（土）～8月27日（日）
■時間 10:00～18:00（最終入場17:30)

のうの妖精

「のうポン」も

待ってるよ！

開催！
フジテレビ本社にて

※カラダワンダーランドは入場無料ですが、お台場冒険王2023には有料エリアもございます。

お台場冒険王2023

お台場冒険王2023 公式サイト

「ORGAN ROOMS カラダワンダーランド」概要

のぞいてみよう！
のう ウォッチング

脳エリア
歩いて走って！
しんぞうゲーム

心臓エリア
吸って吐いて！
はいゲーム

肺エリア

ブースの見どころ



松岡 武志
株式会社メディカルレビュー社 代表取締役社長

プロジェクト代表 メッセージ

私たちは、今まで医師をはじめとする医療従事者の方々に正確で良質な医学情報を提供して参りました。
その経験を通して、今、私たちが取り組むべき社会課題は２つあると考えています。
１つめは、予防医療に関する情報を普及させることです。 幼いころから自分の体や健康に興味を持つことは、予防医療の実現に
つながると考えております。
２つめは、病気と向き合う子どもたちへの包括的なサポートです。患者や家族の皆様が治療と向き合う際に抱える身体的、精神
的、経済的、社会的な不安を少しでも和らげるお手伝いができればと考えております。
こうした想いから、啓発・寄付を目的とした「ORGAN ROOMS PROJECT」という活動を立ち上げました。
病気の子どもたちの医療や、生活環境のサポートのために、収益の一部を寄付させていただきます。多くの方にご賛同いただき
たいと思っておりますので、ご支援を宜しくお願いいたします。
すべての子どもたち、そしてご家族の皆さまの幸せを願っています。

「ORGAN ROOMS PROJECT」のご案内
「ORGAN ROOMS PROJECT」とは、医学専門出版社 メディカルレビュー社が主催する、人々が自らの体と健康に関心をもち、主体的に
健康維持・予防に取り組める社会を目指す啓発活動・寄付活動です。
アートブック『ORGAN ROOMS』や、キャラクター「からだっポン」などのグッズ売上の一部は、病気と向き合う子どもたちの医療、生活
環境のサポートに役立てていただくために寄付いたします。寄付先は、一般社団法人 日本小児総合医療施設協議会（JACHRI）会員施設（38
施設）をはじめとする小児医療に携わる病院です。
１人でも多くの方にご賛同いただき、ぜひ同じ志をもってご協力いただけますようお願いいたします。

賛同者 メッセージ

五十嵐 隆 先生
国立成育医療研究センター 理事長

健康とは病気のない状態ではなく、「身体」、「心理」、「社会」のいずれの面においてもよい状態(well-being)のことです。
人の健康は子どものころからの生活習慣や環境に大きく影響されます。
子どもが自分の体の仕組みを正しく理解することは「身体」の健康を目指す上で不可欠なだけでなく、「身体」と「心理」あるいは
「社会」との相互作用について理解することにもつながります。
本プロジェクトでは子どもの感性や知性を促す方法で、臓器の構造や機能に関するエビデンスに基づく最新の知識を子どもに
提供することを目指します。

　川島 眞 先生
東京女子医科大学 名誉教授

健康な体を保つことは大人だけでなく、子どもにとってももちろん大切なことです。そのためには正常な体の仕組みを理解して
おくことが必要です。
これまで、大人向けに体の仕組みを解説する書籍はたくさんありました。しかし、子どもが見て理解できる本はほとんどありません
でした。『ORGAN ROOMS』はアートでありながら、臓器の働きを子どもにもわかりやすく理解させてくれる本です。
子どもたちが体、そして健康について興味をもち、健康維持の大切さを学び、それを実践していくことをサポートする役割が
この本にはあります。そして、「ORGAN ROOMS PROJECT」が日本のすべての子どもたちの笑顔につながることを期待して
います。

鈴木 憲史 先生
日本赤十字社医療センター 骨髄腫・アミロイドーシスセンター センター顧問

正しい体の理解を促すために、各臓器の働きを部屋に見立てたカラフルなアート作品は子どもたちに体に対する興味をダイレ
クトにもたせます。無限の可能性のある世代がこの作品群をみて、ヒトの体の仕組みやヒト以外の動物・植物の生態に関心を寄せ、
長い生涯を通じて理系の方向に進むのも良いし、本書の絵を通じてグラフィックデザインなどのアートへの夢を育むのも良い
でしょう。
「三つ子の魂百まで」とよく言われますが、私の経験からも子ども時代は人生の最初の方向性を考える大切な時期だと思います。
このような良書と触れ合い、体への関心を高めていただきたいです。


